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令和５年第４回西郷村議会定例会 

議事日程（４号） 

                  令和５年１２月１５日（金曜日）午前１０時開議 

日程第 １ 議案第７４号 西郷村国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

日程第 ２ 議案第７５号 西郷村道路線の認定について 

日程第 ３ 議案第７６号 令和５年度西郷村一般会計補正予算（第６号） 

日程第 ４ 議案第７７号 令和５年度西郷村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第 ５ 議案第７８号 令和５年度西郷村介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第 ６ 議案第７９号 令和５年度西郷村水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第 ７ 議案第８０号 令和５年度西郷村下水道事業会計補正予算（第３号） 

日程第 ８ 議案第８１号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の 

             一部を改正する条例 

日程第 ９ 議案第８２号 村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 

日程第１０ 議案第８３号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

日程第１１ 議案第８４号 西郷村会計年度任用職員の給与及び勤務条件に関する条例の 

             一部を改正する条例 

日程第１２ 議案第８５号 特定防衛施設周辺整備調整交付金事業令和５年度施工雪割橋 

             公園整備工事（第１工区）請負契約について 

日程第１３ 議案第８６号 令和５年度西郷村一般会計補正予算（第７号） 

日程第１４ 議案第８７号 令和５年度西郷村介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

日程第１５ 議案第８８号 令和５年度西郷村水道事業会計補正予算（第３号） 

日程第１６ 議案第８９号 令和５年度西郷村工業用水道事業会計補正予算（第３号） 

日程第１７ 議案第９０号 令和５年度西郷村下水道事業会計補正予算（第４号） 

追加日程第１ 議案第９１号 西郷村固定資産評価審査委員会委員の選任について 

日程第１８ 西郷村議会改革検討特別委員会の中間報告の件 

日程第１９ 請願陳情に対する委員長報告 

      ・文教厚生常任委員会 

      陳情第 ３号 健康保険証廃止の中止を求める陳情書 

      陳情第 ４号 すべての医療・介護従事者の処遇改善と人員増を求める陳情 

追加日程第２ 発議第 ５号 健康保険証廃止の中止を求める意見書の提出について 

追加日程第３ 発議第 ６号 国民の命と健康を守るため、政府の責任ですべての医療・介 

             護従事者の処遇改善と人員増を求める意見書の提出について 

日程第２０ 閉会中における継続調査の結果について 

日程第２１ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

日程第２２ 総務常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

日程第２３ 産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

日程第２４ 文教厚生常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

日程第２５ 西郷村議会改革検討特別委員会の閉会中の調査の件 
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日程第２６ 閉会 
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・出席議員（１６名） 

１番 小 澤 佑 太 君 ２番 須 藤 正 樹 君 ３番 山 崎  昇 君 
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◎開議の宣告 

○議長（真船正晃君） おはようございます。定足数に達しておりますので、直ちに本日

の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

◎諸般の報告 

○議長（真船正晃君） 日程に入るに先立ち、議長より諸般の報告をいたします。 

   令和６年西郷村議会定例会会期日程（案）をお手元に配付しておきましたので、ご

了承願います。 

◎追加日程の議決 

○議長（真船正晃君） ここで、議案１件が追加提案されました。 

   おはかりいたします。 

   議長において日程に追加し、直ちに議案を上程したいと思いますが、ご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 異議なしと認めます。 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正晃君） それでは、議案を配付しますので、暫時休憩いたします。 

（午前１０時０１分） 

◎再開の宣告 

○議長（真船正晃君） 再開いたします。 

（午前１０時０２分） 

○議長（真船正晃君） 配付漏れはありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 配付漏れなしと認めます。 

◎追加議案の上程（議案第９１号） 

○議長（真船正晃君） ただいま追加提案されました議案１件につきましては、日程第

１７の次に、追加日程第１、議案第９１号とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 異議なしと認めます。 

   職員に議案を朗読させます。 

   議会事務局長。 

（事務局長、議案書により朗読） 

○議長（真船正晃君） 議案の朗読が終わりました。 

◎提案理由の説明 

○議長（真船正晃君） 続いて、議案第９１号に対する提案理由の説明を求めます。 

   村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） 本日、追加提案いたしますのは、議案第９１号「西郷村固定資産

評価審査委員会委員の選任について」の１議案でございます。 
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   議案第９１号の「西郷村固定資産評価審査委員会委員の選任について」のご説明を

申し上げます。 

   現在、委員を務められております北島民治氏が、令和５年１２月２１日をもって任

期満了となることから、後任に鈴木庄一氏を委員として推薦いたしたく、議会の同意

を求めるものであります。 

   鈴木庄一氏は、昭和２１年生まれで、平成２０年から１２年間西郷村農業委員会委

員を務められております。 

   なお、詳しい略歴につきましては、令和５年第４回定例会資料、議案第９１号関係

をご覧ください。 

   ご審議の上、ご同意賜りますようお願い申し上げます。 

◎議案第７４号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正晃君） それでは、本日の日程に入ります。 

   日程第１、議案第７４号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第７４号「西郷村国民健康保険税条例の一部を改正する条例」、本案に対する

賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正晃君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第７４号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第７５号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正晃君） 次に、日程第２、議案第７５号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第７５号「西郷村道路線の認定について」、本案に対する賛成議員の挙手を求

めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正晃君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第７５号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第７６号に対する質疑、討論、採決 
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○議長（真船正晃君） 次に、日程第３、議案第７６号に対する質疑を許します。 

   １１番鈴木勝久君。 

○１１番（鈴木勝久君） 議案第７６号「令和５年度西郷村一般会計補正予算（第６号）」

について質疑いたします。 

   まずは、予算書の概要５ページ、西郷村畜産緊急支援対策事業、これは西郷村の一

般財源から出ている３７８万５,０００円についてでございます。 

   これの事業目的、ここに書いてありますのは、和牛の子牛価格が下落を続けという

ことで、和牛の子牛の生産意欲が低下しているためにつける補助金だということなん

ですけれども、まず第１に、子牛に特化したというか、この肉用牛生産農家に特化し

た理由はどこにあるんでしょうか。 

○議長（真船正晃君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   西郷村畜産緊急支援対策事業といたしまして、今回、上程をさせていただいている

のが、肉用牛の生産農家ということでございまして、特に子牛の価格が、現在値段の

ほうが下落しておりまして、特に雄牛なんかが生まれますと、もうほとんど赤字とい

うような状況になっておりまして。 

   実際、各戸に１頭当たり１万円で肉用牛、肥育牛につきましては２,５００円とい

う補助をしていたわけでございますが、今回、その分ではなかなかちょっと足りない

といいますか、なかなか農家の方も厳しいというような声もお聞きしながらという現

状がありましたので、今回については、肥育農家といいますか、肉用牛生産農家に限

らせてもらって、補助をするというような形としております。 

○議長（真船正晃君） １１番鈴木勝久君。 

○１１番（鈴木勝久君） これ臨時議会の１１月２１日にあったやつなんですけれども、

この重点支援地方交付税というのは、これから国で交付をされると思うんですけれど

も、それの事業を使ってという話も以前したんですけれども。困っている農家、確か

に肉用牛は、乳牛に比べてという対比すればそうなんですけれども、全体的に石油価

格高騰を含め、全体的に高騰しております。ここに特化というわけじゃなくて、ほか

にも大変苦労というか、大変な思いしているところがあると思うんですよ。その辺も

考慮してというのは、私考えているんですけれども、そういう考えはなかったんでし

ょうか。 

   例えば、乳牛というか、乳のほうをやっているほうとかも、畜産でいえばですね。

農業とかいろいろほかに水産業というか、そういうところもありますけれども、あと

もっと広げていえば、小売業とか卸業とかそういう事業、他事業に対しても、そうい

う目を向けていかなかったのかなというのが、ここに１つあるんですけれども。 

   その辺、広範囲にしないでこれを１本に、今回のこの定例会にはこれ１本しか出て

いないんですよ。事業所向けには。どういった思惑だったのか、もう一度聞きたいん

ですけれども。 

○議長（真船正晃君） 産業振興課長。 
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○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   ほかの業種といいますか、畜産に限らずいろいろ商工、小売業者ですとかそういっ

た面においても今の物価高騰ということで、なかなか厳しい状況というのは把握して

いるところでございますけれども、今回は、村の単独費ということで上げさせていた

だいたんですが、財源的に見て、いろいろ今回の補正では、手広くそちらまで、手が

回らなかったといいますか、できなかったところもございますが、今回、村のほうで

商品券の配布なんかにつきましては、物価高騰対策というようなこともございまして、

そちらのほうでも結構な予算、財源といいますか、予算を使っているというようなこ

ともありまして、今回はこれに限らせていただいたというようなことでございますが、

行く行くは、また、こういった物価高騰が続くような状況なんかも見えますので、時

期を追って検討といいますか、そういった新たな施策については、考えていければと

考えているところでございます。 

○議長（真船正晃君） １１番鈴木勝久君。 

○１１番（鈴木勝久君） 揚げ足取るようで失礼なんですけれども、その商品券に関して

は、前回も言ったように生活者支援なんですよね。生活者支援。事業者支援じゃない

んですよ。 

   １２月って節目でもあるんですよ、事業者にとっても。今、コロナのときの融資を

いただいて返済している状況であるんです。やっとここに来て上向いてきたかなとい

っても、一部なんです。 

   そういうことでもっと、私からすればもっとここで手広く予算を、国がやらないん

ですから。やらないというか、国では、そういう予算措置をある程度取っていただい

ているんです。ですから、村でも真剣に考えていただきたいなと思っています。 

   あと、この中で１頭当たりの配合飼料負担増加分４,５００円とあるんですけれど

も、この積算がその下に書いてありますけれども、何回読んでも分からないんですよ。 

   例えば、令和４年上半期と令和５年上半期との比較と書いてありますけれども、こ

の負担増加分というのは、１年間を通して考えているのか、何か月で考えているのか

これちょっと分からないんですけれども。あと、安定制度補助補塡額を控除となって

いますけれども、まず、この補助というのはどのくらいの期間のことを想定して、

４,５００円を上げているんですか。 

○議長（真船正晃君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   この金額の積算によるところのご質疑でございますけれども、実際、積算につきま

しては、令和４年度の上半期の配合飼料の平均価格、上半期ですので６か月分の平均

価格と令和５年度の上半期の平均価格の金額から、そこから配合飼料の安定制度の補

塡金というのが出ますので、その金額を差し引いた上で、どれだけ令和４年度と令和

５年度で、１トン当たりの配合飼料の価格が差があるのかというのをまず割り出しま

して、そこから、大体年間１頭当たり４００から４５０キロぐらい間口のほうで、給

餌といいますか、食べますので、それを積算したところ、１頭当たりの実際の負担増
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額ということで４,４７３円と出まして、補助金につきましては丸めまして

４,５００円の補助というような形で、積算をさせていただいたところでございます。

（不規則発言あり）上半期分で比較をさせてもらいました。令和４年と令和５年度で。

（不規則発言あり）負担ではなくて、差額を補塡という、上昇した分についての差額

について補塡という考えでありますので、１年間でどれだけ（不規則発言あり）つか

ったかではない。（不規則発言あり）ということです。 

○議長（真船正晃君） １１番鈴木勝久君。 

○１１番（鈴木勝久君） 分かりました。 

   これもっと詳しく言うと、ほかの自治体の事例を見ると、そういうやり方じゃなか

ったんですよね。もっと別ないいやり方があって、もっと負担額が多かった。２万円

とか３万円という話で、だからこんな安い単価が出てきたのは、何なのかなと思った

ら、そういう計算の差額分の補塡ということなんですね。 

   これでは、どうなのかな。あと出荷元とかそういうところ、どこの単価を基準にし

たか、これも分からないんですけれども、ただ、何か中途半端なお金だなと、私は認

識したんですけれども。これやった感だけで本当に、例えばこの肉牛扱っている生産

者、西郷村にいますけれどもどうですかという話は、直接その生産者とお話ししまし

たか。 

○議長（真船正晃君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   実際、生産者の方とのお話ということでございますけれども、全部の生産者という

わけではございませんが、村に足を運んで来てくださっている生産者の方からは、特

に厳しい現状だというのは伺っているところでございます。 

○議長（真船正晃君） １１番鈴木勝久君。 

○１１番（鈴木勝久君）  単価について納得したかという話ですよ。その補助

４,５００円で。 

○議長（真船正晃君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   単価につきましては、生産者の方とは調整は図ってはおりません。（不規則発言あ

り）おりません。 

○議長（真船正晃君） １１番鈴木勝久君。 

○１１番（鈴木勝久君） 考えていただいたのは、結構なことなんです。実際、本当に困

っていますから、結構なことなんですけれども。もっと生産者というか、それに寄り

添った補助をお願いしたいというのがあります。 

   ここは、本当は事業ベースのほうの話を長くしようかなと思ったんですけれども、

ここで終わらないで。でもそれはそれで、じゃひとまず終わりにします。 

   続きまして、補正予算第２表、債務負担行為についてでございます。 

   ここに、外国語指導助手派遣業務が令和５年度から令和８年度、もう一つが西郷村

村民プール監視業務委託、これも令和５年度から令和８年度、両方とも人件費でござ
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います。これを令和４年度の債務負担行為に上げたというその意味は、どういうとこ

ろにあるんでしょうか。お伺いいたします。 

○議長（真船正晃君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（緑川 浩君） 鈴木勝久議員の質疑にお答えいたします。 

   外国語指導助手派遣事業債務負担行為の補正でございます。こちら、令和４年度に

債務負担行為というような形で、今回計上させていただきました。 

   令和５年度から、実際的には支出するわけでございますが、令和４年度中にプロポ

ーザルを行いまして、こちらの外国語指導助手派遣事業の業者を選定するために、今

回債務負担行為の補正をさせていただいたところでございます。 

   以上でございます。 

○議長（真船正晃君） １１番鈴木勝久君。 

○１１番（鈴木勝久君） 質疑しているところがちょっと、プロポーザルでやっているん

じゃなくて、このメリットというか４年間で負担行為を計上したというのは、この

４年という意味。なぜしたか、１年でもいいのに４年にしたというその、だからメリ

ットですよ。よさ。なぜ４年にしなきゃならなかったかというそこの意味についてで

す。 

○議長（真船正晃君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（緑川 浩君） 質疑にお答えいたします。 

   まず、４年間というところでございますが、実際には、債務負担行為３年間の委託

をするような予定でおります。 

   それで、３年間ということで、当初は５年を考えていたんですが、ＡＬＴの確保、

小中学校に派遣するＡＬＴでございますが、その方が学校に慣れ親しんでいただく、

毎年替わってしまったんでは、子どもたちと慣れ親しむことができないため、長期で

こちらの派遣事業のほうを進めているところでございます。 

   以上でございます。 

○議長（真船正晃君） １１番鈴木勝久君。 

○１１番（鈴木勝久君） じゃ、今ちょこっとだけ言った慣れ親しむために、１年単年度

契約だと、もう子どもと面識あってもすぐ、そういうことじゃないですよね、たしか。

それでも再契約できますものね。 

   ただ、３年にしたというのは相手方に、３年間は保障すると、ここに勤めていただ

いても結構ですという保障をすると。それは、分かりました。それはもう給食センタ

ーとか何かでも、そういう契約したほうがいいというのを、私も分かっているんです

けれども。 

   ここに来て、実質賃金、名目賃金の話をしますと、今、実質賃金は、物価高騰によ

り上がっていると言いながら、２.３％前年度同月比で下がっております。名目賃金

は、上がっています。１.５％、１０月でですね。１.５％と上がっているんですけれ

ども、消費者物価指数が大分上がっているんで、それで実質賃金が目減りしている。

今回こういう契約して、これ前回４年度分の契約の単価と同じだと思うんです。この
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計算でいくと、５５０万円ね。これ、掛ける４ですよね。これでいくと、どうなのか

なというのあるんですよ。 

   今、来年度も賃金を上げようという動きがあって、これプールも一緒ですよ。プー

ルも一緒で、これから上げようと、世の中消費者物価が上がっているんで、実質賃金

は目減りしていると。それ以上に名目賃金上げようとするためには、固定でやっちゃ

うとこういう方々、今回、職員給与も改定になりますよね。だから、これ今ちょうど

上がってきている時期なんで、補正で例えば、ここに上げてもいいんですけれども、

補正か何か契約……駄目なんだ、３年委託契約しちゃうと固定しちゃうんですよね。

それ確認します。 

○議長（真船正晃君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（緑川 浩君） 質疑にお答えいたします。 

   今回、３年の債務負担行為でございますので、こちらは固定の額となります。３年

間で、この金額というような形になりますので、よろしくお願いいたします。 

   以上でございます。 

○議長（真船正晃君） １１番鈴木勝久君。 

○１１番（鈴木勝久君） 外国語指導助手に関しては、相当高級額を払っているんで、そ

う言えばそれで、私は文句は言わないし、私は、減らしていただいて、やっていただ

きたいのは、ＩＣＴリテラシーを上げていただきたいというほうなんですよ。 

   給料一緒だったら、これを３人に減らして、その５５０万円をそちらの専門分野の

ほうにとか、そういう契約するのに使っていただければ、もっと子どもたちによりよ

い教育ができるんじゃないか。これ私、ずっと言っているんですけれども、今そっち

の分野のほうが、相当いい方向にいっているんですよ。 

   西郷村にも登校拒否が、登校しない小中学生がいると思うんです。そういう人たち

にも、そういう教育、家庭にいても十分できるんですよ。そのノウハウとかスキルと

か、いろいろ教えてあげれば。自分で分からないところもできるし、本当にそっちの

ほうは進んでいるので。 

   本当だったら予算を、教育長さんに言って、学校教育のほうの予算をいっぱいつけ

てもらって、村長につけていただいて、そういう方向にお金を使っていただきたいと

いうのと、あともう一つ、このお金に絡んで言うんだったら、学校サイドで自由に使

える金を増やしてほしいんですよね。何か見ていると、学校側でも相当絞って、経営

をなさっているんですよ、各学校ごとが。いろいろな器具類にしても、電気代にして

も何か大分けちって、けちってという言い方おかしいですけれども、我慢していらっ

しゃるところが見えます。 

   ですから、もうそろそろ予算の時期に入ると思うんで、そちらのほうを、ここが減

らせなかったら予算を増やしていただいて、そちらのほうに回していただければと思

うんです。非常に遅れています福島県は。だから、そちらのほうに向けていただきた

いなと思います。 

   もう一つは、プールなんですけれども、プールの稼働率を見ましたら、この監視業
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務は、これはちょっと考えたほうがいいかもしれないですよ。時給単価を上げるとい

う方向で。周りが上がりますから、あんまり安い金額にしないほうがいいと思います。

これも委託業務か何かでやるんですよね。だからここは、もうちょっと見直しも必要

かなと思いますけれども。 

   せっかく、ここで上げてくれたので言いますけれども、プールの稼働率も、今コロ

ナの影響下で低迷しておりますよね。電気代が上がっております。どうするんだとい

う話なんですけれども、今後、これは監視業務の方々、今までの単価じゃなくて、ち

ょっとさっき言ったように賃金が下がっている、下がっているというか、同じだった

ら、物価指数が上がっているんで、同じだと下がったと、実質賃金は下がるとそうい

う状況でございますから、その辺の単価の見直しと。まずそこ、単価の見直しするか

しないか、ちょっとお聞きかせください。できますか。 

○議長（真船正晃君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（須藤隆士君） ただいまの鈴木勝久議員のご質疑にお答えいたします。 

   今回の、村民屋内プール監視業務委託につきましては、令和５年度から令和８年度

までということで、実質３年間の委託契約ということで考えております。 

   令和５年度からということで、４月１日からもう既に業務のほうが開始するという

こともありまして、今年度中でのこういった債務負担行為を上げさせていただいてと

いうことでの対応になってきますけれども、その中で賃金等につきましては、今回積

算するに当たりまして、見積りといいますか、幾つか取った中での単価を用いて、こ

ちらのほうは計上させていただいております。（不規則発言あり）そちらの単価の内

容につきましては、見積りを取っておりまして、今年度といいますか、これまでの

３年間に比べ単価は上がる見込みになっております。 

○議長（真船正晃君） １１番鈴木勝久君。 

○１１番（鈴木勝久君） 余計な心配かもしれませんが、去年ですか電気代が大分高騰し

て、人数的には令和２年度に比べると、令和３年、令和４年がある程度落ち着いて、

月２,０００人ですか、１８０人から１００人ぐらい１日に稼働しているような、

３０日で計算しますと。そのぐらい来ているようになっているんですけれども、電気

代が結構上がってきているんですね。大分去年の９月からですか、今後この電気代高

騰によって、村はどのような対策を取られるのか、その辺をお聞きしたいんですけれ

どもいかがでしょうか。 

○議長（真船正晃君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（須藤隆士君） お答えいたします。 

   先ほど、議員のほうからおただしありました内容につきましては、確かに電気代の

ほう令和４年度につきましては、令和２年、令和３年、令和４年と比べていきますと、

毎年電気代のほうは、上がり続けているというような状況にございます。 

   令和４年度につきましては、トータルで２,２４３万１,７０４円というような電気

代を計上しているところでございます。こちらにつきましては、現在プールの中の各

種、無駄な電気がないようにといいますか、そういったことで、節電に努めていると
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ころでございますが、電気の単価高騰というようなこともありまして、なかなか電気

代のほうを落とすというようなことに、いまだちょっとつながっていないところもご

ざいます。（不規則発言あり）今現在、取り組んでいる内容としましては、採暖室の

ほう、使用を現在は中止をさせていただいております。 

   その他プールの水温の管理、あるいは蛇口の水温の管理等につきまして、できるだ

け支障のない範囲で、適正に温度管理のほうを努めながら行っているところでござい

ます。 

○議長（真船正晃君） １１番鈴木勝久君。 

○１１番（鈴木勝久君） 常にこういう、これは分かっていて、もう何年も何か月もたっ

ているんですから、その対策はもう考えなきゃいけないですよね。これからの話をし

ていないですよ、全然。ただ、サービス低下になるのも問題ですし、ただ何か、あそ

こに温泉というか、ボーリングして何か調査しているという話も聞きましたけれども、

それは、直接プールの電気高騰に関して関連性はないんですか。 

○議長（真船正晃君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） お答えいたします。 

   まず、せっかくの屋内プールでありますので、サービス低下をさせないように努力

してまいります。また、節電、節約、これはしなければならないという認識でありま

す。 

   電気高騰が続くという、今後も続くと思いますので予算も上げまして、あそこに議

員も知ってのとおり温泉というか湯が出るかどうか、それが出れば、本当に有効に活

用していきたいなということで、その湯脈があるかどうか、水資源があるかどうか、

今調査しているところでありまして、もし出れば、本当に有効活用をしていきたいと

いう考えであります。 

○議長（真船正晃君） １１番鈴木勝久君。 

○１１番（鈴木勝久君） じゃ、プールの件は終わりにします。 

   それと、次に、文化センターのＬＥＤ照明器具及び空調設備の賃貸借なんですけれ

ども。 

   これ１０年間の賃貸借ＬＥＤ照明器具と空調設備のリース契約を結ぶという内容の

ことだと思うんですけれども、なぜリース契約にしたのかということなんですけれど

も、お答え願いますか。 

○議長（真船正晃君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（須藤隆士君） お答えいたします。 

   こちらリース契約につきましては、１０年間でリース契約をすることに伴いまして、

１０年間リース契約終了後については、機器等、村のほうに帰属するというような形

での契約になってきますけれども、リース契約ということで入れている内容としまし

ては、１回での村の支出が過大にならないようにということで、１０年間平均して払

っていけるというようなメリットを考えてのことでございます。 

○議長（真船正晃君） １１番鈴木勝久君。 
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○１１番（鈴木勝久君） 分かりました。 

   大谷方式というのを使うんですね。それは分かりますけれども、以前パソコンで、

業者から言われたんですけれども、パソコンも５年リースでやると、その理由はと言

ったら、もう、年々年々機種が変わって、新しいの新しいのになっていいやつになる

と言われたんですけれども、何年か前には、もうこれ以上パソコンもただ附属品がつ

くぐらいで、基本的なあれは変わらないと。買い取っちゃったほうが安いよという業

者さんが言われたのが頭にあったので、これ１回シミュレーションして、リース契約

で借りた場合と、直接これを買い取った場合、どちらが得かという計算は、シミュレ

ーションしてみましたか。 

○議長（真船正晃君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（須藤隆士君） 今回のこちらの、債務負担行為に際しましては、現状の

かかっている電気代と、あくまでそのリース契約を入れて、１０年間で償還といいま

すか、やっていった際に、どちらが得なのかというようなことでの試算はしておりま

すけれども、一括で買い取った場合にどうなのかということまでは、すみません。そ

ちらのほうはしてはおりません。 

○議長（真船正晃君） １１番鈴木勝久君。 

○１１番（鈴木勝久君） じゃ、どっちが得かは分からないんですね。 

○議長（真船正晃君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（須藤隆士君） 今回の試算の中で、あくまでリースだけでちょっと試算

しておりますので、買い取るといった場合のこちらの条件が適用になるかとどうかと

いうことまでは、すみません、検討はしておりません。 

○議長（真船正晃君） １１番鈴木勝久君。 

○１１番（鈴木勝久君） 細かくてすみませんけれども、ＬＥＤ、うちも震災のときから

使っていて、１２年になりますけれども、１１年目で半分が消える、１２年目で半分

が生きている。ですから、ＬＥＤに関しては、ちょうど１０年ぐらいでなくなるとい

うか、切れるのは切れるんですけれども、ただその間、蛍光灯みたいに１年で切れる

とか、１年半で切れるとかじゃなくて、１０年はＬＥＤはもつんですよ、ちゃんと。

最低でも。 

   今は、すごい技術でもっているんで、そういうちょっとのことでしょうけれども、

村民の皆様の大切な税金ですので、そういう方法もというか、いかに支出を少なくす

るかという、そういうシミュレーションぐらいは、していただきたいなと思っており

ます。それで終わります。 

   一番大事なことを忘れていたんですけれども、これ臨時議会のとき、言わなかった

やつなんです。国が７万円、１１月２１日臨時議会で７万円の交付ありましたよね。

今、決まったらしいんですけれども、国が非課税世帯に配布するというの。 

   それで、これ２０２０年１０月の資料なんですけれども、国勢調査人口等基本集計

というのを持っていたんですけれども、これで見ると、親と夫婦が世帯になっている

のが６３０件あるんですよ。そうすると高齢者と世帯が一緒になっているのが
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６３０世帯、約。この人たちは対象にならないんですよ。 

   でも、うちも含めて親がいるところは、意外と会計は別なんですよ。これ前回も言

いましたけれども、国民年金頂いている親世帯、一緒に住んでいると手取り５０万円、

６０万円ぐらい、年間ですよ。でも、一緒の世帯に入っていると非課税世帯の対象に

ならない。これを１回、西郷村ではやっていただいたんです。３００万円以下とかと

いうくくりで、国の非課税世帯と別に、村はちょっと上乗せした部分、ここにも支給

してくださったんですね。３万円かなんか忘れましたけれども。 

   この方法を、もう一度取っていただけないかという、これは提案なんですけれども、

この世帯がいつも残されている。 

   また、子育て世帯でも、非課税世帯からちょっと出た世帯、だから村でといったら、

４００万円から５００万円ぐらいの以下の世帯に関しては、７万円とは言いませんけ

れども、それなりの補助を与えていただきたいなというのがひとつあって、それがど

うも抜けていたんで、今回の議案の中には入っていなかったんですけれども、それが

入っていないというより、一般会計補正予算には入っていないんですけれども、抜け

ているんで、ぜひとも、その辺も考えていただきたいというのがありましたんで、そ

こをお願いしながら、質疑を終わらせていただきたいと思います。 

   以上です。 

○議長（真船正晃君） そのほか質疑ありませんか。 

   １３番上田秀人君。 

○１３番（上田秀人君） １３番です。 

   何点か質疑をしたいなと思いますけれども、ただいま、１１番議員の質疑を聞いて

いて、ふと同じことを思ったんですけれども、第６款農林水産業費の第１項の農業費

の中で、西郷村畜産等緊急支援対策事業ってありますよね。これは、該当する経営体

というのは幾つあるのか、村内に、幾つあるのか分かればお示しください。 

   個人、法人もあるかと思うんですけれども、両方合わせて伺います。いかがですか。 

○議長（真船正晃君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   今、すみません。実際どれだけの畜産農家があるかという話でございますけれども、

今ちょっとすみません、資料を持っていませんので分からないんですけれども、十数

件というようなことで、記憶はあるんですが、飼育頭数でいいますと８４０頭という

形となっております。 

○議長（真船正晃君） １３番上田秀人君。 

○１３番（上田秀人君） 十数件の経営体があるということで、資料持っていないという

ことで、ちょっと悩むところなんですけれども、いわゆる個人経営の場合は、西郷村

の方だと思うんです。法人の場合だと、その法人はどこに登記してあるのかなと思っ

たんで。 

   これ、村のお金使うわけですよね。これ国県から来るお金であれば、全額、国県か

ら来るお金であればどの経営体でもかまわない、かまわないということはないんでし
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ょうけれども、きちんとした経営体であれば、別に問題ないんだなと思うんですけれ

ども、村のお金を使うことによって、村の方が救済されるんであればいいんですけれ

ども、村の中で牛を飼っていても、経営体の登記が別の場所だと、果たしてどうなの

かなというのがあったものですから、ちょっと伺いたいなと思ったんですけれども、

いかがですか、もう一度確認します。 

○議長（真船正晃君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   今回対象にしているところは、村の経営体ということで、対象にしているところで

ございます。 

○議長（真船正晃君） １３番上田秀人君。 

○１３番（上田秀人君） 村の経営体ということでね。じゃ法人の場合も、法人登記は村

にされているということで理解してよろしいですか。じゃ、確認します。 

   あと、単純に４,５００円掛ける頭数が８４０頭で計算してみると、５,０００円の

差額が出るんだけれども、この５,０００円というのは例えば、お金を振り込むに当

たってのその振込手数料とかの部分で５,０００円計上してあるということで、理解

してよろしいですか。伺います。 

○議長（真船正晃君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   議員おっしゃるとおり、５,０００円につきましては、手数料ということで計上さ

せていただいております。 

○議長（真船正晃君） １３番上田秀人君。 

○１３番（上田秀人君） じゃ、５,０００円についても了解をいたします。 

   続いて、その下というか、この概要書の中のふくしまならではの自給飼料増産推進

事業ということで、これ国、県のほうから３８万５,０００円というお金が来るよう

になっています。これも、単純に１０アール当たり５,０００円ということで、割り

直してみると７７アールぐらいということで面積が出てくるんですけれども、実際こ

れ、具体的にどういうことやるんですか。内容ちょっと確認したんですけれども、伺

います。 

○議長（真船正晃君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   実際、どのようなことでということでございますけれども、畜産農家、水田を除く

畑、または採草牧草地等に、前年と比べて比較して牧草、青刈りトウモロコシ等の作

付面積を拡大した場合の取組に対して、支援が行われるものでございます。 

○議長（真船正晃君） １３番上田秀人君。 

○１３番（上田秀人君） 村の算定基準としては、７７アール分しか増えないよというこ

と、確認したいんですけれどもいかがですか。 

○議長（真船正晃君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 



－102－ 

   村のほうで行う、こちらのふくしまならではの自給飼料増産推進事業につきまして

は、該当するところが１件となっておりまして、そこの１件当たりのほうで７７アー

ル……すみません……そうですね、その１件で、それだけの面積が増えるということ

で上げておりまして、実際ほかの農家につきまして、組合の中に入っているところは、

農協のほうの中での支援がございまして、そちらで行っておりますので、今回村のほ

うで実際こちら、該当している組合に入っていないといわゆるところで申し上げます

と、これだけの面積というようなことでなっております。 

○議長（真船正晃君） １３番上田秀人君。 

○１３番（上田秀人君） これ以上言うと、質疑から外れますので、これ以上に関しては、

また、別の機会でお話をしたいというふうに申し上げて、質疑を終わります。 

○議長（真船正晃君） １４番大石雪雄君。 

○１４番（大石雪雄君） １４番、２点ほどお伺いしたいと思います。 

   １点目なんですが、上羽太の天道念仏踊保存会の補助金３０万円減額と、あと盆踊

り大会補助金が減額になっておりますが、どんな理由でこれ減額になっているのか、

聞きたいと思います。 

○議長（真船正晃君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（須藤隆士君） ただいまの大石雪雄議員のご質疑にお答えいたします。 

   減額になっている２点でございますけれども、まずはじめに、上羽太天道念仏踊保

存会補助金の減額でございますが、こちらにつきましては、今年度、実施をしないと

いうことでの減額ということでございます。 

   引き続き、盆踊り大会補助金につきましては、実際１件、今年度盆踊りのほうを実

施したところはございましたが、その他取っていた部分の予算につきましては、今後、

実施の見込みがないということでの予算の減額ということでございます。 

○議長（真船正晃君） １４番大石雪雄君。 

○１４番（大石雪雄君） 減額するのは、それなりの理由があって減額していると思うん

ですが、これ去年もやっていないよね。天道念仏踊ね。それだけの理由でやらないん

ですか、それともコロナが発生したからとか、そんなことでやらないんじゃなくて、

もう永久にできないんじゃないですか、そんな理由だったら。 

   どんな指導しているか、もう一回答えてください。 

○議長（真船正晃君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（須藤隆士君） 天道念仏踊につきましては、地元行政区が主体となって

の開催ということで伺っております。 

   こちらにつきましては、コロナ禍に入ってから、ここで４年間ですか、実施はされ

ていない状態にはなっております。毎年度、生涯学習課としては実施の有無について、

確認はしているところでございますが、そちら実施がされないというようなことで、

ここ４年間は来ております。 

   あと、細かい内容、細かいといいますか、その他につきましては、学校のほうで児

童のほうが教えていただきながら、天道念仏のほう、学校の中のほうで実施している
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というようなこともございます。 

○議長（真船正晃君） １４番大石雪雄君。 

○１４番（大石雪雄君） 皆さんご存じのように、西郷村は、文化的なものがほとんどな

いんだよね。それを指導していくのも課じゃないかなと思うんですけれども。 

   コロナだからやらないんじゃないか、後継者がいないからやらないんじゃないか、

学校で教えているからそれでいいんじゃないかと、そういうふうに諦めの心が一番悪

いんだよね。 

   そのための生涯学習課だと思うんですが、いかがですか。 

○議長（真船正晃君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（須藤隆士君） 私もというか、生涯学習課としましても、こちらの天道

念仏踊につきましては、県のほうの指定も受けているところもございますので、非常

に重要なものと理解はしてございます。 

   こちら、天道念仏の実際こんな感じで踊っているというようなビデオ等につきまし

ても、村のほうで１回、村民の方を対象に集めて、研修会ではないんですけれども、

ビデオ上映したりとか、あるいは生涯学習課の脇の文化センターの中でも、ビデオの

ほうを流しておいたりというようなことで、できるだけ村民の方に、あるいは村外の

方にでもそうですが興味といいますか、関心を持っていただくようにできる限りのこ

とはやっているところでございますが、なかなか天道念仏踊の毎年の実施ということ

につきましては、行政区とのほうの、こちらのほうの絡みもございまして現在のとこ

ろは、実施に至っていないということでございます。 

○議長（真船正晃君） １４番大石雪雄君。 

○１４番（大石雪雄君） 貴重な村民からの税金を、補助金を出して、そして４年も返納

されていると、それで、さらに取り組む考えがなかったらしようがないですから、原

点に戻って、多種多様化の時代にこういう歴史的な伝統あるものを継続できるように、

努力していただきたいと思います。それで、生涯学習課は終わります。 

   学校教育課なんですが、２９ページで、幼稚園教諭の確保事業ということで

１８９万８,０００円ついているんですが、ちょっと理解ができないので、お願いい

たします。 

○議長（真船正晃君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（緑川 浩君） 大石雪雄議員の質疑にお答えいたします。 

   今回の補正予算、業務委託料西郷幼稚園教諭確保事業の１８９万８,０００円の部

分でございます。 

   現在、幼稚園の職員の方が、ちょっと体調崩しまして休職をしているところでござ

います。当初ハローワークのほうに幼稚園教諭の募集をしておりましたが、なかなか

集まらないということで、派遣会社のほうにお願いしたところ、お一人幼稚園の先生

を派遣していただいて、こちらの派遣会社との契約となるので、このような金額とな

っております。 

   以上でございます。 
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○議長（真船正晃君） １４番大石雪雄君。 

○１４番（大石雪雄君） 関連なんで、ちょっとお聞きしたいんですが、今年の園児募集

として、どのくらいの園児が集まったか分かる範囲内で、もう１点、もう１点。 

   こう何だか、年々幼稚園に入る子どもが少ないということで、バスを出したらどう

かなという案を出したいんだけれども、検討に値するんじゃないかな。 

   このバスを出すということは一度ね、否決くっているんだよね。私が２期目の頃か

な、幼稚園できると同時にバス出すような議案出たんですが、否決になったんですね。

そして、私立のほうが出ているものだから、その辺の検討お願いして、私は……人数

だけお願いいたします。 

○議長（真船正晃君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（緑川 浩君） 質疑にお答えいたします。 

   来年度の募集の人数でございますが、１３名の人数がございます。 

   バスに関しましては、ちょっと検討のほうさせていただきたいと思います。 

○議長（真船正晃君） １４番大石雪雄君。 

○１４番（大石雪雄君） 質疑を終わります。ありがとうございました。 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正晃君） 質疑の途中ではありますが、午前１１時２０分まで休憩いたしま

す。 

（午前１１時０１分） 

◎再開の宣告 

○議長（真船正晃君） 再開いたします。 

（午前１１時２０分） 

○議長（真船正晃君） 休憩前に引き続き、議案第７６号に対する質疑を続行いたします。 

   そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第７６号「令和５年度西郷村一般会計補正予算（第６号）」、本案に対する賛

成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正晃君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第７６号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第７７号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正晃君） 次に、日程第４、議案第７７号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 
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○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第７７号「令和５年度西郷村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）」、本

案に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正晃君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第７７号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第７８号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正晃君） 次に、日程第５、議案第７８号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第７８号「令和５年度西郷村介護保険事業特別会計補正予算（第３号）」、本

案に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正晃君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第７８号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第７９号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正晃君） 次に、日程第６、議案第７９号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第７９号「令和５年度西郷村水道事業会計補正予算（第２号）」、本案に対す

る賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正晃君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第７９号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第８０号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正晃君） 次に、日程第７、議案第８０号に対する質疑を許します。 
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（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第８０号「令和５年度西郷村下水道事業会計補正予算（第３号）」、本案に対

する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正晃君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第８０号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第８１号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正晃君） 次に、日程第８、議案第８１号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第８１号「議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例」、本案に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手多数） 

○議長（真船正晃君） 挙手多数であります。 

   よって、議案第８１号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第８２号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正晃君） 次に、日程第９、議案第８２号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第８２号「村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例」、本案

に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手多数） 

○議長（真船正晃君） 挙手多数であります。 

   よって、議案第８２号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第８３号に対する質疑、討論、採決 
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○議長（真船正晃君） 次に、日程第１０、議案第８３号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第８３号「職員の給与に関する条例の一部を改正する条例」、本案に対する賛

成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正晃君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第８３号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第８４号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正晃君） 次に、日程第１１、議案第８４号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第８４号「西郷村会計年度任用職員の給与及び勤務条件に関する条例の一部を

改正する条例」、本案に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正晃君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第８４号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第８５号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正晃君） 次に、日程第１２、議案第８５号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第８５号「特定防衛施設周辺整備調整交付金事業令和５年度施工雪割橋公園整

備工事（第１工区）請負契約について」、本案に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手多数） 

○議長（真船正晃君） 挙手多数であります。 

   よって、議案第８５号は原案のとおり可決されました。 
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◎議案第８６号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正晃君） 次に、日程第１３、議案第８６号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第８６号「令和５年度西郷村一般会計補正予算（第７号）」、本案に対する賛

成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正晃君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第８６号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第８７号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正晃君） 次に、日程第１４、議案第８７号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第８７号「令和５年度西郷村介護保険事業特別会計補正予算（第４号）」、本

案に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正晃君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第８７号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第８８号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正晃君） 次に、日程第１５、議案第８８号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第８８号「令和５年度西郷村水道事業会計補正予算（第３号）」、本案に対す

る賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正晃君） 挙手全員であります。 
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   よって、議案第８８号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第８９号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正晃君） 次に、日程第１６、議案第８９号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第８９号「令和５年度西郷村工業用水道事業会計補正予算（第３号）」、本案

に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正晃君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第８９号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第９０号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正晃君） 次に、日程第１７、議案第９０号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第９０号「令和５年度西郷村下水道事業会計補正予算（第４号）」、本案に対

する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正晃君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第９０号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第９１号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正晃君） 次に、追加日程第１、議案第９１号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第９１号「西郷村固定資産評価審査委員会委員の選任について」、本案に対す

る賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 
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○議長（真船正晃君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第９１号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

◎西郷村議会改革検討特別委員会の中間報告の件 

○議長（真船正晃君） 続いて、日程第１８、西郷村議会改革検討特別委員会の中間報告

の件を議題といたします。 

   西郷村議会改革検討特別委員会委員長の中間報告を求めます。 

   ６番鈴木修君。 

○西郷村議会改革検討特別委員会委員長（鈴木 修君） 西郷村議会改革検討特別委員会

委員長の鈴木修でございます。 

   西郷村議会改革検討特別委員会の中間報告をいたします。 

   去る９月２７日の特別委員会設置以降、１２月１５日今日現在までに、幹事会を合

計３回開催しまして、また委員会についても合計３回開催いたしました。 

   なお、内容につきましては、特別委員会の今後の進め方等を協議し、具体的には、

議会改革に向けて７つの検討事項を掲げることといたしまして、そのうちの２つの検

討事項である「一般質問通告書の提出期限の変更」と「令和６年西郷村議会定例会会

期日程（案）」については、さきの１２月１２日開催の特別委員会にて承認され、残

る５つの検討事項につきましては、引き続き協議していくこととなりました。 

   以上、中間報告を終わります。 

○議長（真船正晃君） 西郷村議会改革検討特別委員会委員長の中間報告が終わりました。 

◎請願陳情に対する委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（真船正晃君） 次に、日程第１９、請願陳情に対する委員長報告であります。 

   陳情第３号及び陳情第４号について、一括して委員長の報告を求めたいと思います

がご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 異議なしと認めます。 

   それでは、一括して報告を求めます。 

   文教厚生常任委員会委員長、鈴木修君。 

○文教厚生常任委員会委員長（鈴木 修君） ６番、文教厚生常任委員会委員長、審査報

告をいたします。 

   本定例会において、文教厚生常任委員会に付託されました陳情２件につきましては、

１２月５日、本会議終了後、第二会議室におきまして全員出席の下、委員会を開催し、

審査をしたところであります。 

   厳正なる審査の結果、陳情第３号「健康保険証廃止の中止を求める陳情書」、陳情

第４号「すべての医療・介護従事者の処遇改善と人員増を求める陳情」につきまして

は、どちらも採択すべきものと決しました。 

   以上のとおりご報告いたします。 

○議長（真船正晃君） 委員長の報告が終わりました。 

   一括して質疑に入ります。 
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   委員長報告に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   次に、討論を行います。討論は、まず、陳情第３号について行います。討論はあり

ませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより陳情第３号について採決を行います。 

   陳情第３号「健康保険証廃止の中止を求める陳情書」、このことに対する委員長報

告は採択すべきものであります。 

   委員長報告のとおり決定することに賛成する議員の挙手を求めます。 

（挙手多数） 

○議長（真船正晃君） 挙手多数であります。 

   よって、陳情第３号は採択することと決定いたしました。 

   次に、陳情第４号について討論を行います。 

   討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより陳情第４号について採決を行います。 

   陳情第４号「すべての医療・介護従事者の処遇改善と人員増を求める陳情」、この

ことに対する委員長報告は採択すべきものであります。 

   委員長報告のとおり決定することに賛成する議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正晃君） 挙手全員であります。 

   よって、陳情第４号は採択することと決定いたしました。 

◎追加日程の議決 

○議長（真船正晃君） ここで、発議２件が追加提案されました。 

   議長において日程に追加し、直ちに議案を上程したいと思いますが、ご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」という声あり） 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正晃君） 異議なしと認め、議案書を配付しますので、暫時休憩いたします。 

（午前１１時３８分） 

◎再開の宣告 

○議長（真船正晃君） 再開いたします。 

（午前１１時３９分） 

○議長（真船正晃君） 配付漏れはありませんか。 

（「なし」という声あり） 
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○議長（真船正晃君） 配付漏れなしと認めます。 

◎追加議案の上程（発議第５号及び発議第６号） 

○議長（真船正晃君） 追加提案されました発議２件につきましては、日程第１９の次に、

追加日程第２、発議第５号、追加日程第３、発議第６号とすることにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 異議なしと認めます。 

   ただいま日程に追加されました発議第５号並びに発議第６号は、ただいま採択され

ました陳情第３号並びに陳情第４号の採択に伴う意見書の提出に係る議案であります

ので、提案の趣旨説明を省略したいと思いますがご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 異議なしと認めます。 

◎発議第５号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正晃君） それでは、これより発議第５号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   発議第５号「健康保険証廃止の中止を求める意見書の提出について」、本案に対す

る賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手多数） 

○議長（真船正晃君） 挙手多数であります。 

   よって、発議第５号は原案のとおり可決されました。 

◎発議第６号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正晃君） 続いて、発議第６号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   発議第６号「国民の命と健康を守るため、政府の責任ですべての医療・介護従事者

の処遇改善と人員増を求める意見書の提出について」、本案に対する賛成議員の挙手

を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正晃君） 挙手全員であります。 
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   よって、発議第６号は原案のとおり可決されました。 

◎閉会中における継続調査の結果について 

○議長（真船正晃君） 次に、日程第２０、閉会中における継続調査の結果についてであ

ります。 

   このことについて、議会運営委員会委員長より別添のとおり報告がありました。 

   つきましては、本報告書の写しの配付をもって委員長報告といたしますので、ご了

承のほどよろしくお願いいたします。 

◎各委員会の閉会中の所管及び所掌事務調査の件 

○議長（真船正晃君） 次に、日程第２１から日程第２５までの各委員会の閉会中の継続

調査の件を議題といたします。 

   お手元に配付したとおり、各委員長から会議規則第７５条の規定により、所管並び

に所掌事務調査について、閉会中の継続調査の申出がございました。 

   おはかりいたします。 

   委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに賛成議員の挙手を求め

ます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正晃君） 挙手全員であります。 

   よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

   これで、本日の日程は全部終了いたしました。 

   本会議中、誤読などによる字句、数字、そのほか整理を要するものにつきましては、

議長に一任いただきたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（真船正晃君） 異議なしと認めます。 

   よって、議長に一任をいただきます。 

◎閉議の宣告 

○議長（真船正晃君） 会議を閉じます。 

◎閉会の宣告 

○議長（真船正晃君） これをもちまして、令和５年第４回西郷村議会定例会を閉会いた

します。 

   ご苦労さまでした。 

（午前１１時４２分） 
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  会議の経過を記載し、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 
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